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2Hp-7 液体の色がにおいの感じ方に及ぼす影響
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【目的】 本研究は布、紙、液体などの色がにおいの感じ方に及ぼす影響を明らかにする
ことを目的とする。今回は、白、黒を含む８つの色の液体のにおいの官能検査を行った。
【実験】 ガラスの瓶に100ml の赤、オレンジ、黄、緑、青、紫、白、黒の着色液をい
れ、この液体ににおいが普通に感じられるようにシナミックアルデヒド、ローズP 、シト
ロネロール、シトラール、リモーネン、カルボン（o ％流動パラフィン、IO μ ）、a-
ピネン、r-デカラクトン、ペリラアルデヒド（1 ％同、20 μl）、トリメチルアミン（0.28 ％
水溶液50 μ|）、イソ吉草酸（0.1 ％同20 μI）を加えてサンプルとした。これを各色10
人のランダムに抽出した女子大生に嗅いでもらい、においの感じをSD 法で記述させた。
結果を因子分析法により解析した。
【結果】(1)  11 因子までが抽出されたが、第１因子（快／不快）の寄与率は56 ％で、
第２因子（主として色の感じ）は10 ％、第３因子は7% 、であった。(2)第１因子への
色の影響は黒が最大（73 ％）で赤が最も小さい（56 ％）。（3) 第１因子に対する色の影
響は３つに分類される。① 色が快／不快感に影響しない場合（1- カルボンなど）、② 色
が快または不快感の強さに影響する場合(a- ピネンなど）、③ 色によって快／不快感の
逆転が起きる場合（ペリラアルデヒドなど）。このような影響の仕方は、以前に着色布と
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【目的】牛腸らの直前の報告と同じ方法で、20 歳台の男子を対象として、赤、黄、緑、
青、白の５色の液体に付与した11 のにおいについて、SD 法で官能検査を行ない、因子
分析法で解析した。前報の女性についての結果と比較して、色の影響を受けているにおい
の感じ方の男女差を明らかにする。
【実験】前報と同様に調製したサンプルを主として化学系の20 才台の男子学生50  名に
臭いでもらい、においの感じと指定してSD 法で申告させた。結果を因子分析法で解析し
て、女子についての結果と比較した。
【結果】(1 ）男女ともに12 因子まで抽出されたが、男子は第 １ 因子（快／不快）、第
２因子（主として色）の寄与率が大きく第４因子以降の寄与は極めて小さかった。男子の
感じ方は少し単純である。(2）第１因子に対する色の影響を、男女とも前報と同様に ３ つ
に分類することができたが、男子では快／不快の逆転するにおいは少なかった。(3)ある
においが快であるか、不快であるかの男女の感じ方は、色が白の場合すべてのにおいで一
致したが、他の色では男女間に違いがあった。各々の色について、第１因子に寄与率の高
い形容詞対を拾い上げると、男子はそれぞれの色についての感じに加えて、“女性的”の
感じ方が共通してみられた。男子は白以外の色を女性的と感じるため、色の影響を受けた
においの感じ方に違いが生じると考えた。（4) 第 ２因子では男女で各色の感じ方が逆転す
ることが多い。このことも、女性は色についての感じ方が無性的であるのに対し、男性は

色と女性を結び付けて感じていることによると思われる。
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